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２０１９年６月２８日（年４回発行）
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組
合
創
立　

周
年
記
念
式
典
を
開
催

７０

第　

回
通
常
総
会

７０

　

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

は
５
月　

日
、
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ

１０

レ
ス
で
理
事
会
を
開
催
、
総
会
に

向
け
て
の
進
行
や
担
当
役
員
に
つ

い
て
確
認
し
た
後
、
第　

回
通
常

７０

総
会
を
開
催
し
た
。

　

渡
辺
勤
事
務
局
長
が
司
会
を
担

当
、
総
会
は
組
合
員
総
数
１
２
３

人
中
、
本
人
出
席
が　

人
、
委
任

３４

状
出
席
が

人
で
総
出
席
者
数
が

５６

　

人
と
な
り
、
総
会
が
成
立
す
る

９０こ
と
を
報
告
し
た
。

東
京
電
機
卸
第
�
号
目
次

１５８

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合
（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
は
５
月

日
、
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
理
事
会
を
開
催
、
そ

１０の
後
、
第　

回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

７０

第
１
部
の
「
総
会
」
後
に
は
、
第
２
部
「
永
年
勤
続
社

員
表
彰
」
を
行
い
、
さ
ら
に
第
３
部
「
組
合
創
立

周
７０

年
記
念
式
典
」（
写
真
上
）
も
開
催
、
祝
賀
会
も
行
っ
た
。

東
京
都
電
機
卸
・
第　

回
通
常
総
会
…
…
…
…
…
１
Ｐ
〜
５
Ｐ

７０

東
京
都
電
機
卸
・
永
年
勤
続
社
員
表
彰
…
…
…
…
…
…
…
６
Ｐ

東
京
都
電
機
卸
・

周
年
記
念
式
典
…
…
…
…
…
６
Ｐ
〜
７
Ｐ

７０

第　

回
親
善
野
球
大
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
Ｐ
〜
９
Ｐ

１００
電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
…
…
…　

Ｐ
〜　

Ｐ

１０

１１

と
う
き
ょ
う
で
ん
き
お
ろ
し
告
知
板
・
編
集
後
記
…
…
…

Ｐ
１２
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藤
木
理
事
長

　

年
誕
生
、　

周
年
を
迎
え
た

１９４９

７０

　

総
会
開
催
に
当
た
り
、
藤
木
正

則
理
事
長
は
以
下
の
よ
う
な
挨
拶

を
し
た
。

　

本
年
は
、
Ｔ
Ｅ
Ｐ
が
誕
生
し
て

か
ら　

周
年
を
迎
え
る
。　

年
前

７０

７０

の
１
９
４
９
年
（
昭
和　

年
）、
秋

２４

葉
原
の
ガ
ー
ド
下
で
の
露
天
商
か

ら
、
こ
こ
ま
で
発
展
し
て
き
た
。

　

１
社
や
２
社
で
は
出
来
な
い
こ

と
を
、
１
０
０
社
以
上
の
連
携
に

よ
り
発
展
し
て
き
た
。
さ
ら
に
こ

れ
か
ら
は
、
外
部
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
さ
ら
に
連

携
を
深
め
て
発
展
し
て
い
き
た

い
。

　

組
合
の
目
的
は
、
フ
ェ
イ
ス　
to

フ
ェ
イ
ス
に
あ
り
、
お
互
い
に
親

交
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。議

長
に
藤
木
理
事
長

　

続
い
て
、
総
会
の
議
長
選
出
に

入
り
、
藤
木
理
事
長
が
選
出
さ
れ

た
。

平
成　

年
度
事
業
報
告

３０

藤木理事長

　

第
１
号
議
案
の
「
平
成　

年
度

３０

事
業
報
告
書
及
び
決
算
関
係
書
類

承
認
の
件
」
は
、
松
本
年
生
常
務

理
事
が
事
業
報
告
を
行
い
、
以
下

の
事
業
活
動
の
概
況
に
関
し
て
報

告
し
た
。

Ⅰ
、事
業
報
告

１
、
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
主

要
な
事
業
内
容
及
び
経
過
状
況

（
１
）
組
合
及
び
組
合
員
を
取
り

巻
く
経
済
情
勢

　

当
事
業
年
度
に
お
け
る
我
が
国

の
経
済
は
、
昨
年
夏
に
相
次
い
で

発
生
し
た
自
然
災
害
に
よ
り
、
個

人
消
費
や
輸
出
を
中
心
に
一
時
的

に
押
し
下
げ
ら
れ
た
が
、
補
正
予

算
を
迅
速
か
つ
着
実
に
実
施
し
た

結
果
、
景
気
は
緩
や
か
に
回
復
し

て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
商
社
を
取
り
巻
く
経
済
環
境

は
、
自
動
車
の
電
子
化
や
電
動
化

に
伴
う
車
載
用
電
子
部
品
の
需
要

増
大
に
よ
り
、
今
後
も
事
業
の
拡

大
が
続
き
、
増
収
を
達
成
す
る
企

業
も
少
な
く
な
い
。

　

一
方
で
、
中
国
ス
マ
ホ
市
場
の

停
滞
や
産
機
・
Ｆ
Ａ
関
連
事
業
の

落
ち
込
み
な
ど
、
米
中
貿
易
摩
擦

に
起
因
す
る
設
備
投
資
需
要
の
減

速
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
好
調
だ
っ

た
産
業
向
け
部
品
需
要
に
減
少
な

ど
の
動
き
が
見
ら
れ
た
。

（
２
）
共
同
事
業
の
実
施
状
況

①
共
同
購
買
事
業

　

当
組
合
と
都
市
近
代
化
事
業
協

同
組
合
の
間
で
、
ガ
ソ
リ
ン
・
軽

油
等
の
購
入
を
業
務
提
携
、
自
動

車
共
済
保
険
等
を
実
施
し
て
い

る
。

②
保
険
事
業

　

当
組
合
企
業
の
社
員
に
対
す
る

団
体
労
働
災
害
保
険
契
約
を
、
石

黒
保
険
事
務
所
と
契
約
し
て
、
団

体
扱
い
保
険
料
で
実
施
し
て
い
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る
。委

員
会
活
動
の
報
告

　

平
成　

年
度
の
「
委
員
会
活
動

３０

に
関
す
る
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

各
委
員
長
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

　

流
通
近
代
化
委
員
会
に
関
し
て

は
川
鍋
季
明
委
員
長
が
、
①
組
合

創
立　

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

７０

平
成　

年　

月　

日
に
ホ
ー
ム

３０

１１

１５

ペ
ー
ジ
を
刷
新
、
公
開
、
②
電
子

部
品
の
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
現

況
調
査
す
る
た
め
、
平
成　

年　
３０

１１

月　

日
に
ア
ル
プ
ス
物
流
の
視
察

１６
見
学
会
を
企
画
、　

社　

人
が
参

１８

３６

加
、
③
「
電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
２
０
１
８
」が
、

平
成　

年
６
月
６
日
〜
８
日
に
開

３０

催
さ
れ
、
Ｔ
Ｅ
Ｐ
パ
ビ
リ
オ
ン
と

し
て　

社　

小
間
が
参
加
、「
２
０

１５

２１

１
９
」
に
は
Ｊ
Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ

シ
ョ
ー
と
し
て
運
営
に
参
画
す
る

こ
と
を
報
告
。

　

教
育
情
報
委
員
会
に
関
し
て
は

屋
宮
芳
高
委
員
長
が
、
①
第　

回
６１

新
鋭
社
員
教
養
講
座
、
②
第　

回
４２

新
鋭
社
員
早
期
戦
力
化
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
、
③
第　

回
新
鋭
社
員
１
年
後

１３

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
、
④
第

　

回
新
鋭
社
員
６
カ
月
後
フ
ォ

２９ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
、
⑤
第
２
回

女
性
社
員
の
た
め
の
仕
事
力
養
成

ゼ
ミ
、
⑥
機
関
誌
『
東
京
電
機
卸
』

の
発
行
（
年
４
回
）
に
つ
い
て
報

告
。

　

組
織
委
員
会
に
関
し
て
は
花
岡

克
己
委
員
長
が
、「
新
規
会
員
の
加

入
促
進
を
図
る
た
め
に
『
Ｔ
Ｅ
Ｐ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
構
築
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

積
極
的
に
参
画
。『
Ｔ
Ｅ
Ｐ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
』
と
『
Ｔ
Ｅ
Ｐ
活
用
ガ
イ

ド
』
を
有
効
活
用
し
て
、
組
合
活

動
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
」
し
た
。

　

さ
ら
に
、
①
組
合
講
演
会
を
労

務
委
員
会
と
共
催
し
た
こ
と
を
報

告
。

　

労
務
委
員
会
に
つ
い
て
は
中
村

孝
夫
委
員
長
が
、「
団
体
傷
害
保
険

を
活
用
し
、
団
体
割
引
労
働
災
害

保
険
へ
の
加
入
促
進
を
実
施
し

た
。
組
合
加
入
会
社
と
の
親
睦
及

び
健
康
保
持
増
進
の
た
め
、
親
善

野
球
大
会
及
び
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

を
開
催
。
ま
た
、
組
合
加
入
会
社

社
員
の
永
年
勤
続
表
彰
等
も
行
っ

た
」
こ
と
を
報
告
。

　

さ
ら
に
、
①
平
成　

年
度
労
働

３０

災
害
補
償
制
度
の
実
施
、
②
第　
９８

回
親
善
野
球
大
会
、
③
第　

回
親

９９

善
野
球
大
会
、
④
第
２
回
親
善
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
、
⑤
永
年
勤
続
社

員
表
彰
を
行
っ
た
こ
と
を
報
告
。

　

青
年
部
会
に
関
し
て
は
市
村
康

徳
担
当
理
事
が
、
①
納
涼
会
、
②

福
井
視
察
旅
行
、
③
新
年
会
を
開

催
し
た
こ
と
を
報
告
。

　

そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

①
年
金
・
経
済
特
別
講
演
会
、
②

新
年
名
刺
交
換
会
、
③
講
演
会
・

セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
案
内
を
郵
送

又
は
メ
ー
ル
で
配
信
し
た
こ
と
を

報
告
。

Ⅱ
、運
営
組
織
の
概
況

１
、
第　

回
通
常
総
会
を
平
成　

６９

３０

年
５
月
９
日
に
、
全
国
家
電
会
館

で
開
催

２
、
理
事
会
の
開
催
状
況

３
、
組
合
員
数
は
１
人
増
加
、
３

人
減
少
で
本
年
度
末
で
１
２
３

人
、
出
資
口
数
は
１
口
増
加
、
３

口
減
少
で
本
年
度
末
で
１
２
３

口
、
出
資
総
額
は
１
万
円
増
加
、

３
万
円
減
少
で
１
２
３
万
円

４
、
役
員
に
関
す
る
事
項
を
報
告

　

続
い
て
会
計
担
当
の
鳥
居
和
久

会
計
理
事
が
「
財
産
目
録
」、「
貸

借
対
照
表
」、「
損
益
計
算
書
」、「
平

成　

年
度
剰
余
金
処
分
案
」
を
報

３０
告
、
伊
佐
野
勝
利
監
事
が
「
監
査

報
告
書
」
を
読
み
上
げ
、
拍
手
で

承
認
さ
れ
た
。
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令
和
元
年
度
事
業
計
画（
案
）

　

第
２
号
議
案
の
「
令
和
元
年
度

事
業
計
画（
案
）」に
つ
い
て
は
、松

本
常
務
理
事
が
以
下
の
よ
う
な
事

業
計
画
を
発
表
し
た
。

事
業
計
画

　

令
和
元
年
度
の
我
が
国
経
済

は
、　

月
の
消
費
税
率
の
引
き
上

１０

げ
と
、
通
商
問
題
が
世
界
経
済
に

与
え
る
影
響
や
海
外
経
済
の
不
確

実
性
、
金
融
資
本
市
場
の
変
動
の

影
響
等
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
２
０

２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を
契
機
と
す

る
受
注
機
会
の
販
路
開
拓
が
見
込

ま
れ
る
。

　

当
組
合
で
は
「
相
互
扶
助
の
精

神
」
を
ベ
ー
ス
に
、
市
場
の
環
境

変
化
に
即
応
で
き
る
組
合
員
相
互

の
意
思
疎
通
と
、
加
入
企
業
の
経

営
に
貢
献
で
き
る
参
加
型
事
業
を

よ
り
推
進
し
、
役
割
を
達
成
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

〈
基
本
方
針
〉

１
、
組
合
員
企
業
の
健
全
な
る
発

展
に
寄
与
で
き
る
組
織
の
確
立

と
、
時
流
に
適
応
し
た
委
員
会
活

動
の
推
進

２
、
環
境
変
化
に
適
応
で
き
る
研

修
会
の
充
実

３
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
機
関
誌『
東

京
電
機
卸
』
を
活
用
し
た
情
報
提

供４
、
関
係
団
体
と
の
協
調
に
よ
る

事
業
の
推
進

５
、
経
営
者
相
互
の
交
流
に
よ
る

情
報
交
換
と
見
識
の
拡
大

■
理
事
会
、
正
副
理
事
長
・
委
員

長
会
議
、
専
門
委
員
会
の
開
催

１
、
理
事
会
の
開
催

　

平
成　

年
４
月
、
令
和
元
年
５

３１

月
、
７
月
、　

月
、
令
和
２
年
１

１１

月
（
こ
の
他
、
必
要
に
応
じ
随
時
）

２
、
正
副
理
事
長
・
委
員
長
会
議

　

平
成　

年
４
月
、
令
和
元
年
７

３１

月
、　

月
、
令
和
２
年
１
月
（
こ

１１

の
他
、
必
要
に
応
じ
随
時
）

３
、
専
門
委
員
会
（
部
会
も
含
む
）

　

専
門
委
員
会
ご
と
、
ま
た
は
合

同
で
随
時
、
開
催

　

前
記
の
通
り
、
委
員
会
活
動
を

展
開
し
、
各
委
員
会
で
活
動
計
画

を
立
案
、
正
副
理
事
長
・
委
員
長

会
議
に
て
総
合
調
整
を
行
い
、
組

合
事
業
と
し
て
推
進
す
る
。

　

各
委
員
会
か
ら
は
、
以
下
の
報

告
を
各
委
員
長
が
行
っ
た
。

〈
流
通
近
代
化
委
員
会
〉（
川
鍋
委

員
長
）

１
、「
電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
２
０
１
９
」
に

Ｊ
Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ
シ
ョ
ー
と
し
て

参
画

２
、
設
立　

周
年
記
念
事
業
と
し

７０

て
刷
新
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、

組
合
事
業
に
有
効
活
用

３
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
５
Ｇ
ビ
ジ

ネ
ス
の
普
及
促
進
（
教
育
情
報
委

員
会
連
携
）

４
、
流
通
の
海
外
事
業
展
開
の
研

究
、
工
場
見
学
会
及
び
海
外
視
察

の
実
施
（
青
年
部
会
連
携
）

５
、
そ
の
他
、
必
要
事
業
の
実
施

〈
教
育
情
報
委
員
会
〉（
屋
宮
委
員

長
）

１
、
新
入
社
員
教
育
等
、
各
種
教

育
の
実
施

２
、
機
関
誌
『
東
京
電
機
卸
』
の

編
集
・
発
行

３
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
５
Ｇ
ビ
ジ

ネ
ス
の
普
及
促
進
（
流
通
近
代
化

委
員
会
連
携
）

４
、
組
合
員
及
び
賛
助
会
員
の
交

流
に
よ
る
情
報
交
換
の
促
進

５
、
そ
の
他
、
必
要
事
業
の
実
施

　

各
委
員
会
活
動（
部
会
も
含
む
）
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第７０回通常総会

〈
組
織
委
員
会
〉（
花
岡
委
員
長
）

１
、
組
合
員
及
び
賛
助
会
員
の
加

入
促
進
を
積
極
的
に
行
い
、
組
織

の
増
強
を
図
る

２
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
『
Ｔ
Ｅ
Ｐ

活
用
ガ
イ
ド
』
を
有
効
活
用
し
、

組
合
活
動
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

３
、
行
政
官
庁
と
の
連
絡
折
衝

４
、
東
京
都
電
機
健
康
保
険
組

合
、
東
京
都
電
機
企
業
年
金
基
金

と
の
連
携

５
、
電
子
情
報
技
術
産
業
協
会
及

び
友
好
団
体
等
の
組
織
活
動
に
積

極
的
に
協
力

６
、
そ
の
他
、
必
要
事
業
の
実
施

〈
労
務
委
員
会
〉（
中
村
委
員
長
）

１
、
労
働
災
害
補
償
制
度
等
の
拡

大
と
充
実

２
、
春
季
・
秋
季
親
善
野
球
大
会

の
実
施

３
、
第
３
回
親
善
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
の
実
施

４
、
労
働
関
係
法
令
等
の
情
報
提

供５
、
労
働
賃
金
問
題
研
究
セ
ミ

ナ
ー
の
実
施

６
、
永
年
勤
続
社
員
表
彰
（　

年
３０

以
上
、　

年
以
上
、　

年
以
上
）

２０

１０

７
、
そ
の
他
、
必
要
事
業
の
実
施

〈
青
年
部
会
〉（
市
村
担
当
理
事
）

１
、
各
委
員
会
の
サ
ポ
ー
ト
活
動

２
、
組
合
員
を
対
象
と
し
た
社
会

見
学
会
及
び
懇
親
会
、
そ
の
他
活

動
の
実
施

３
、
研
修
会
ま
た
は
Ｊ
Ｅ
Ｐ
各
地

区
を
含
む
団
体
と
の
情
報
交
換
会

の
実
施

４
、
新
規
部
会
員
の
加
入
促
進

５
、
第
３
回
親
善
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
の
協
賛

６
、そ
の
他
、部
会
員
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
の
た
め
の
活
動

　

こ
の
後
、「
令
和
元
年
度
収
支
予

算
（
案
）」、「
令
和
元
年
度
組
合
賦

課
金
額
及
び
徴
収
方
法
決
定
の
件

（
案
）」が
鳥
居
会
計
理
事
か
ら
提

案
さ
れ
、
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　

第
３
号
議
案
の
「
理
事
及
び
監

事
報
酬
決
定
の
件
」
で
は
藤
木
理

事
長
か
ら
無
報
酬
を
提
案
、
拍
手

を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

　

第
４
号
議
案
の
「
そ
の
他
」
は

特
に
な
く
、拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。
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永
年
勤
続
社
員　

人
を
表
彰

５９

　

通
常
総
会
終
了
後
、
第
２
部
の

永
年
勤
続
者
表
彰
を
行
っ
た
。

　

藤
木
理
事
長
は
永
年
勤
続
社
員

を
前
に
「
皆
さ
ん
は
永
年
に
渡

り
、
会
社
に
貢
献
、
そ
れ
に
よ
り

会
社
が
発
展
し
て
き
た
。
今
回
の

表
彰
を
節
目
と
し
て
、
さ
ら
に
結

束
を
強
め
、
会
社
の
発
展
の
た
め

に
尽
く
し
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し

た
。

　

永
年
勤
続
社
員
表
彰
で
は
、
第

　

回　

年
以
上
勤
続
表
彰
者
が　

６１

１０

１０

社　

人
、
第　

回　

年
以
上
勤
続

２７

５０

２０

表
彰
者
が
８
社　

人
、
第　

回　

１６

４１

３０

年
以
上
勤
続
表
彰
者
が　

社　

人

１２

１６

で
計　

人
と
な
っ
た
。

５９

　
　

年
以
上
勤
続
の
メ
ト
ロ
電
気

１０
の
梶
川
敬
介
、　

年
以
上
勤
続
の

２０

ジ
ュ
パ
の
伊
藤
美
栄
子
、　

年
以

３０

上
勤
続
の
東
洋
計
測
器
の
大
野
孔

之
の
各
氏
が
、
代
表
と
し
て
表
彰

さ
れ
た
。

　

こ
の
後
、
永
年
勤
続
社
員
表
彰

の
受
賞
者
代
表
と
し
て
東
洋
計
測

器
の
大
野
孔
之
氏
が
「
永
年
勤
続

表
彰
の
感
激
を
、
さ
ら
に
今
後
の

勤
務
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」
と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

閉
会
の
挨
拶
を
松
本
常
務
理
事

が
行
い
、「
仕
事
に
邁
進
し
、
家
族

や
会
社
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
、

社
会
へ
の
貢
献
と
な
る
」
と
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

第２部として永年勤続社員表彰を行った

　

永
年
勤
続
者
表
彰
の
後
、
第
３

部
組
合
創
立　

周
年
記
念
式
典
が

７０

開
催
さ
れ
た
。
鳥
居
武
久
元
理
事

長
や
堀
内
覚
前
理
事
長
な
ど
、
多

く
の
関
係
者
も
出
席
し
た

　

開
催
に
当
た
り
、
堀
内
前
理
事

長
が
「
当
組
合
は
、
１
９
４
９
年

（
昭
和　

年
）５
月
に
設
立
さ
れ
、

２４

本
年
で　

周
年
を
迎
え
る
。
こ
の

７０

間
、
企
業
年
金
基
金
や
電
機
健
保

を
設
立
、
時
代
に
合
っ
た
商
品
、

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
た
。

　

令
和
元
年
と
な
り
、
モ
ノ
か
ら

コ
ト
へ
と
時
代
が
転
換
し
て
き

た
。
こ
れ
か
ら
も
人
間
味
の
あ
る

フ
ェ
イ
ス　

フ
ェ
イ
ス
に
よ
り
、

to

新
し
い
世
代
に
も
対
応
し
て
い
こ

う
」
と
挨
拶
し
た
。

感
謝
状
を
受
賞

　

続
い
て
感
謝
状
の
受
賞
式
が
あ

り
、
東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央

会
の
橋
北
隆
総
務
課
長
と
、
商
工

組
合
中
央
金
庫
上
野
支
店
の
松
尾

悟
志
支
店
長
か
ら
、
藤
木
正
則
理

事
長
に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　

受
賞
式
の
後
、
来
賓
か
ら
の
祝

辞
が
あ
り
、
東
京
都
産
業
労
働
局

労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
の
岩
本

浪
砂
池
袋
事
務
所
長
、
東
京
都
中

小
企
業
団
体
中
央
会
の
橋
北
隆
総

務
課
長
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
全
国
電
子
部
品
流
通
連

盛
大
に
組
合
創
立　

周
年
記
念
式
典

７０
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合
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
）
の
岡
本
弘
会
長

が
「
日
本
経
済
の
先
行
き
に
対
す

る
リ
ス
ク
に
は
、
３
つ
の
世
界
経

済
リ
ス
ク
が
影
響
し
て
い
る
。
１

つ
は
、米
中
欧
経
済
の
同
時
失
速
、

２
つ
目
は
金
融
市
場
の
リ
ス
ク
回

避
姿
勢
の
強
ま
り
、
３
つ
目
は
新

興
国
の
債
務
調
整
圧
力
の
高
ま
り

が
顕
在
化
す
る
こ
と
。
輸
出
・
生

産
の
下
振
れ
や
株
価
の
下
落
な
ど

を
通
じ
て
、
日
本
経
済
に
も
負
の

影
響
が
及
ぶ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
年
は
５
Ｇ
元
年
と
言
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
先
日
、
総
務
省
か

ら
国
内
通
信
会
社
４
社
に
、
電
波

割
り
当
て
が
行
わ
れ
た
。
各
社
は

今
後
、
５
年
間
で
基
地
局
の
設
置

や
転
用
な
ど
で
３
兆
円
近
く
を
投盛り上がった祝賀会

資
す
る
予
定
で
、
関
連
企
業
が
受

け
る
恩
恵
は
、
大
き
な
も
の
が
あ

る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

５
Ｇ
の
経
済
効
果
は
、
そ
れ
だ

け
に
は
留
ま
ら
ず
、
本
格
的
な
Ｉ

ｏ
Ｔ
時
代
が
到
来
す
れ
ば
、
自
動

運
転
や
遠
隔
医
療
な
ど
、
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
が
展
開
さ
れ
、
２
０
２

０
年
か
ら
２
０
３
５
年
ま
で
に
、

世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
最
大
３
兆
ド
ル

押
し
上
げ
、
２
３
０
０
万
人
の
雇

用
を
創
出
す
る
と
試
算
さ
れ
て
い

る
。
Ｊ
Ｅ
Ｐ
と
し
て
は
、
こ
の
よ

う
な
新
市
場
に
も
挑
戦
し
て
、
事

業
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
『
電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
』
に
、
本
年
か

ら
Ｊ
Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ
シ
ョ
ー
と
し

て
出
展
す
る
」
と
挨
拶
し
た
。

　

閉
会
の
挨
拶
は
、
川
鍋
副
理
事

長
が
行
っ
た
。

盛
大
に
祝
賀
会

　

そ
の
後
、
組
合
創
立　

周
年
記

７０

念
・
親
善
野
球
第
１
０
０
回
大
会

記
念
・
永
年
勤
続
者
表
彰
祝
賀
会

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
２
０
０
人
以

上
が
参
加
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
の
渡
邊
唯
志

副
会
長
が
乾
杯
の
挨
拶
を
行
い
、

閉
会
の
挨
拶
を
屋
宮
副
理
事
長
が

行
っ
た
。

式典で披露された
親善野球第１００回大会優勝記念楯
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東
京
都
電
機
卸　

親
善
野
球
第　

回
記
念
大
会

１００

歴
史
を
誇
る
角
田
無
線
電
機

 

が
優
勝

　

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

の
親
善
野
球
第
１
０
０
回
記
念
大

会
に
は　

チ
ー
ム
が
参
加
、
２
０

３３

１
９
年
４
月
７
日
に
開
幕
し
た
。

　

準
決
勝
戦
で
は
、
ト
シ
ン
・
グ

ル
ー
プ
が
棄
権
し
た
た
め
、
対
戦

相
手
の
シ
ャ
ー
プ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
ジ
ャ
パ
ン
が
不
戦
勝
。
角
田
無

線
電
機
と
小
島
電
機
工
業
は
激
戦

と
な
っ
た
が
、
角
田
が
逆
転
勝
ち

し
た
。

　

優
勝
決
定
戦
は
、
角
田
と

シ
ャ
ー
プ
と
で
争
わ
れ
、
強
豪
、

角
田
が
勝
っ
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
中
村
孝
夫
労
務

委
員
長
か
ら
角
田
に
優
勝
旗
が
授

与
さ
れ
、「
歴
史
を
誇
る
角
田
が
優

勝
し
た
。
こ
の
よ
う
に
１
０
０
回

も
続
い
た
野
球
大
会
は
、
皆
さ
ん

の
お
か
げ
」
と
挨
拶
し
た
。

　

優
勝
し
た
角
田
の
嶋
崎
裕
和
監

督
は
「
第
１
回
大
会
に
優
勝
し
て

い
る
の
で
、
何
と
し
て
も
悲
願
の

１
０
０
回
記
念
大
会
に
勝
ち
た

か
っ
た
。
社
長
も
相
談
役
も
応
援

に
来
て
く
れ
て
お
り
、
本
当
に
勝
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て
て
嬉
し
い
。
若
い
力
が
育
っ
て

き
て
い
る
の
で
、
今
後
も
頑
張
り

た
い
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
同
社
の
廣
瀬
芳
重
相
談
役

は
「
第
１
回
、　

回
、
１
０
０
回

７０

と
記
念
す
べ
き
大
会
時
に
、
当

チ
ー
ム
が
優
勝
で
き
て
嬉
し
い
。

チ
ー
ム
全
員
一
丸
と
な
っ
て
の
賜

物
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
」
と
喜
び

を
語
っ
た
。

　

成
績
は
、
以
下
の
通
り
。

〈
団
体
〉

・
優
勝
↓
角
田
無
線
電
機

・
準
優
勝
↓
シ
ャ
ー
プ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン

・
第
３
位
↓
小
島
電
機
工
業

・
第
４
位
↓
ト
シ
ン
・
グ
ル
ー
プ

〈
個
人
〉

・
勝
利
監
督
賞
（
優
勝
チ
ー
ム
）

↓
嶋
崎
裕
和
（
角
田
）

・
殊
勲
賞
（
優
勝
チ
ー
ム
）
↓
益

子
祐
企
（
角
田
）

・
最
優
秀
投
手
賞
（
優
勝
チ
ー
ム
）

↓
三
平
隼
（
角
田
）

・
敢
闘
賞
（
準
優
勝
チ
ー
ム
）
↓

正
木
裕
也
（
シ
ャ
ー
プ
）

・
敢
闘
賞
（
第
３
位
チ
ー
ム
）
↓

石
塚
大
喜
（
小
島
）

・
敢
闘
賞
（
第
４
位
チ
ー
ム
）
↓

岩
鼻
学
（
ト
シ
ン
）

激戦のスコアボード
中村労務委員長が
優勝旗を授与

始球式は神田裕子さん
（サトーパーツ）

サトーパーツが作った
１００回記念のボール優勝した角田チーム、応援団も大活躍
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電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展　
２０１９

盛
り
上
が
っ
た
Ｊ
Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ
シ
ョ
ー

　

７
展
に
よ
る
総
合
展

　

電
子
回
路
を
取
り
巻
く
最
先
端

技
術
情
報
を
発
信
す
る
「
電
子
機

器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展

２
０
１
９
」
が
、
６
月
５
日
か
ら

７
日
ま
で
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
西

ホ
ー
ル
と
会
議
棟
で
開
催
さ
れ

た
。

　

こ
の
電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
は
、
電
子
回
路開会式でテープカットするＴＥＰの藤木理事長（右端）

技
術
の
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ
シ
ョ
ー
／
第　
４９

回
国
際
電
子
回
路
産
業
展
、
高
密

度
実
装
技
術
の
マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
シ
ョ
ー
／
第　

回
最

３３

先
端
実
装
技
術
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン

グ
展
、
電
子
回
路
実
装
機
の
Ｊ
Ｉ

Ｓ
Ｓ
Ｏ
プ
ロ
テ
ッ
ク
／
第　

回
実

２１

装
プ
ロ
セ
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
展
、

新
規
回
路
形
成
技
術
の
有
機
デ
バ

イ
ス
総
合
展
／
Ｉ
ｏ
Ｔ
対
応
半
導

体
・
回
路
基
板
展
、
電
気
・
光
接

続
技
術
の
Ｗ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
ジ
ャ
パ
ン

シ
ョ
ー
／
電
気
・
光
伝
送
技
術
展
、

セ
ン
サ
ー
技
術
の
ス
マ
ー
ト
セ
ン

シ
ン
グ
の
６
展
に
加
え
て
、
今
回

か
ら
Ｊ
Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ
シ
ョ
ー
が

加
わ
り
、
７
展
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
総
合
展
で
あ
る
。

　

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
の
せ
る　

つ
な
ぐ　

つ
く
る　

そ
し
て
、
ひ

ろ
げ
る
」
で
、
国
内
外
の
各
社
・

各
団
体
が
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

展
示
紹
介
。
電
子
機
器
開
発
に
変

革
を
も
た
ら
し
、
あ
ら
ゆ
る
産
業

分
野
で
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出

す
る
新
製
品
や
、
技
術
情
報
を
発

信
し
た
。

　

開
催
に
当
た
り
、
日
本
電
子
回

路
工
業
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ
）
の
小
林

俊
文
会
長
は
「
電
子
回
路
と
関
連

す
る
産
業
に
よ
る
コ
ネ
ク
テ
ッ

ド
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
を
体
感

し
て
い
た
だ
き
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
活

用
で
き
る
新
し
い
何
か
を
見
つ
け

る
場
と
し
て
利
用
し
て
ほ
し
い
」

と
挨
拶
し
た
。

　

Ｊ
Ｅ
Ｐ　

社
が
参
加

１８

　

こ
の
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
展
に
は
、
前
回
か
ら
東
京
都
電

機
卸
商
業
協
同
組
合
（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）

が
業
界
団
体
パ
ビ
リ
オ
ン
と
し
て

参
加
し
て
い
る
が
、
今
回
か
ら
は

全
国
電
子
部
品
流
通
連
合
会
（
Ｊ

Ｅ
Ｐ
）
も
共
催
団
体
と
し
て
加
わ

り
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ
シ
ョ
ー
と

し
て
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

今
回
は
Ｔ
Ｅ
Ｐ　

社
、
Ｋ
Ｅ
Ｐ

１５

２
社
、
Ｃ
Ｅ
Ｐ
１
社
の
計　

社
が

１８

参
加
、　

小
間
に
よ
る
単
独
パ
ビ

３９

リ
オ
ン
と
し
て
展
開
、
３
社
が
ア

ト
リ
ウ
ム
特
設
会
場
で
セ
ミ
ナ
ー
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を
開
催
し
た
。

〈
参
加
社
〉

●
Ｔ
Ｅ
Ｐ
関
係

・
三
共
社

・
七
星
科
学
研
究
所

・
セ
フ
テ
ィ
デ
ン
キ

・
菱
和
電
機

・
中
村
電
気

・
高
木
シ
ス
テ
ム

・
富
永
電
気

・
中
央
無
線
電
機

・
角
田
無
線
電
機

・
ジ
ュ
パ

・
東
洋
計
測
器

・
メ
ト
ロ
電
気

・
ア
ー
ル
電
子

・
大
和
無
線
電
機

・
サ
ト
ー
パ
ー
ツ

●
Ｊ
Ｅ
Ｐ
関
係

・
岡
本
無
線
電
機

・
東
亜
無
線
電
機

・
Ｎ
Ｎ
Ｐ

〈
セ
ミ
ナ
ー
〉

・
高
木
シ
ス
テ
ム

・
三
共
社

・
東
洋
計
測
器

　

な
お
、
今
回
の
展
示
規
模
は
５

０
８
社
、
１
３
７
２
小
間
と
な
っ

た
。

　

来
場
者
は
、
４
万
４
千
人
強
と

な
っ
て
い
る
。

大盛況のＪＥＰ／ＴＥＰショーの会場
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前
号
の
「
編
集
後
記
」
に
、

４
Ｋ
テ
レ
ビ
を
懸
念
す
る
声
を

掲
載
し
た
が
、
や
は
り
テ
レ
ビ

市
場
に
は
混
乱
が
広
が
っ
て
い

る
。

　

そ
も
そ
も
当
初
、
発
売
さ
れ

た
４
Ｋ
（
対
応
）
テ
レ
ビ
は
対

応
テ
レ
ビ
で
あ
っ
て
、
４
Ｋ

チ
ュ
ー
ナ
ー
が
搭
載
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
一
般
ユ
ー
ザ
ー
か

ら
見
た
ら
、
何
が
何
だ
か
分
か

ら
な
い
商
品
で
あ
っ
た
。
こ
の

た
め
、
後
付
の
４
Ｋ
チ
ュ
ー

ナ
ー
は
全
く
売
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
せ
っ
か
く

買
い
替
え
ス
パ
ン
に
入
っ
て
い

る
テ
レ
ビ
市
場
が
崩
壊
し
て
し

ま
う
。
関
係
者
一
同
は
今
後
の

展
開
を
ど
う
す
る
の
か
、
考
え

る
時
が
き
た
。 

（
Ｏ
）

発　
行　
人　
　

藤
木　

正
則

編
集
委
員
長　

屋
宮　

芳
高

編
集
委
員　
　

小
池　

一
義

　
　
〃　　
　
　
 
渡
辺　
　

勤

『
東
京
電
機
卸
』

機
関
誌
編
集
委
員
会

７
月
（
文
月
）

７
月
２
日
（
火
）　

時　

分
〜

１３

３０

　

時　

分　

正
副
理
事
長
・
委

１４

３０

員
長
会
議
（
全
国
家
電
会
館
１

階
会
議
室
）

７
月
２
日
（
火
）　

時　

分
〜

１４

３０

　

時　

分　

理
事
会
（
同
）

１５

３０

７
月
２
日
（
火
）　

時　

分
〜

１５

３０

　

時　

組
合
講
演
会
（
全
国
家

１７電
会
館
５
階
講
堂
）

７
月
４
日
（
木
）　

時
〜　

時

１４

１６

　

分　

全
国
電
子
部
品
流
通
連

３０合
会
・
理
事
会
（
全
国
家
電
会

館
１
階
会
議
室
）、　

時
〜　

１７

１９

時　

懇
親
会

９
月
（
長
月
）

９
月
３
日
（
火
）
９
時　

分
〜

３０

　

時　

第　

回
新
鋭
社
員
６
カ

１８

３０

月
後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

（
全
国
家
電
会
館
１
階
会
議

室
）

９
月
４
日
（
水
）　

時
〜　

時

１４

１６

　

分　

年
金
・
経
済
講
演
会

３０（
全
国
家
電
会
館
５
階
講
堂
）

９
月　

日
（
火
）　

時
〜　

時

２４

１２

１４

　

全
国
電
子
部
品
流
通
連
合

会
・
監
事
会
（
全
国
家
電
会
館

３
階
会
議
室
）

　

月
（
神
無
月
）

１０
　

月　

日
（
火
）
〜　

日
（
金
）

１０

１５

１８

　

シ
ー
テ
ッ
ク
２
０
１
９
（
幕

張
メ
ッ
セ
）

　

月　

日
（
水
）　

時
〜　

時

１０

１６

１２

１３

　

分　

全
国
電
子
部
品
流
通
連

２０合
会
・
理
事
会
（
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
）

　

月　

日
（
水
）　

時　

分
〜

１０

１６

１３

３０

　

時　

全
国
電
子
部
品
流
通
連

１８合
会
・
第　

回
通
常
総
会
（
東

４５

京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

　

月
（
霜
月
）

１１
　

月
７
日
（
木
）　

時　

分
〜

１１

１３

３０

　

時　

分　

正
副
理
事
長
・
委

１４

３０

員
長
会
議
（
全
国
家
電
会
館
１

階
会
議
室
）

　

月
７
日
（
木
）　

時　

分
〜

１１

１４

３０

　

時　

分　

理
事
会
（
同
）

１５

３０

　

月
７
日
（
木
）　

時　

分
〜

１１

１５

３０

　

時　

組
合
講
演
会
（
全
国
家

１７電
会
館
５
階
講
堂
）

　

月　

日
（
火
）
９
時　

分
〜

１１

１９

３０

　

時　

第
３
回
女
性
社
員
・
仕

１８事
力
養
成
ゼ
ミ
（
全
国
家
電
会

館
１
階
会
議
室
）




